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当院の実技研修の特徴
【研修目的】

1. 輸液ポンプ・シリンジポンプの正しい取扱いと、看護上の留
意点を理解し、正しい手順で安全に使用することができる

2. 注射業務プロセスにおける安全確認行動を理解し、実践で
きる

3. 医療機器取り扱い技術の標準化による、安全性を重視した
技術レベルの維持、向上

【研修目標】
1. 「医療機器の安全管理」の教育用DVDを使用して、輸液ポ

ンプ、シリンジポンプの使用方法と正しい取扱い及び取扱
い上の留意点を理解する

2. 手順書の内容に沿って、輸液ポンプ、シリンジポンプの取
り扱いを正しく実施する

3. 「最終確認チェックリスト」を活用して、安全確認行動がと
れる

4. トラブル発生時（閉塞アラームなど）の適切な対処行動が
とれる
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1. 事前学習（自己学習）
手順書を事前に配布し、研修までに熟読してくる

2. 研修での指導方法
①全体での視聴学習（イメージ化を図る）

DVD「医療機器の安全管理」
～輸液ポンプ・シリンジポンプの安全管理を視聴

②指導者1～2名が新人3～4名を担当
グループ演習 （デモンストレーション・演習）
技術チェックリストを活用し、ローテーションで全員が実技を
実施する

③研修終了後は、DVD「医療機器の安全管理」のすべてを
視聴し、その後「重要項目テスト」を行う

輸液ポンプ・シリンジポンプの実技研修
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輸液ポンプ・シリンジポンプの実技研修

3. 実技研修のポイント

①ローテーションでの演習

研修生全員が、実施者役、患者役、手順役を行うので、

デモンストレーションを含め、最低4回は一連のプロセスを

体験

②トラブルシューティング（閉塞アラーム等）と留意点の確認

（サイフォニング現象・ボーラス注入の実際をみせて、危険
を認知させる）

③「最終確認チェックリスト」を用いての指差呼称の実施

4. フィードバック

演習終了後、実施者役、患者役、手順役、それぞれの立場
での感想や気づいた点を各グループで振り返り、正しい手順
と看護上の留意点を共有する
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研修スケジュール

実技時間が十分に取れるよう計画
そのため、受講生の人数に合わせてグループ数は調整する
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FMEA手法を活用して作成した操作マニュアル
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技術チェックリスト

操作手順書、看護手順書を

基に作成した、「技術チェック
リスト」

【チェックリスト作成の工夫】

① 作業プロセスに沿って、
一連の行為を記載

② コメント欄には行為を行う
際の留意点や、観察ポイ
ントを記載し、指導内容
に差が生じないよう配慮

③ 研修生用ではコメント欄
を空欄にし、受講者自身
が留意点等を書き込むこ
とにより、技術と知識を合
わせて習得することを目
指す
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会場レイアウト

スクリーン
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6Ｇ
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予備物品用テーブル

4G
受
付

プロジェクター

各テーブルに輸液ポンプ、シリンジポンプを配備

8©  武蔵野赤十字病院



指導者によるデモンストレーション

指導者が実技の一連の流れを実施
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グループでの演習

①実施者：手順に沿って実施する
②患者役：実技の手順を見学する

③手順書係：実施者が手順通り行える
よう、チェックリストの内容を読み上げる

グループ内でローテーションし、全て
の役を研修生全員が体験する

①

②

③

ローテーションイメージ

①

③ ②

指導者指導者

②

①

③
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指差呼称

演習中はすべての行為において、指差呼称を行うよう指導する
これらを繰り返すことで行為を身につける
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演習の効果

実技が中心の研修は、研修生の
協調性と創造性を生み出す

このことにより、現場での実践に
対して、自信を持って臨むことが
できる
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研修医の参加

新入職の研修医もグループに入り、
新人看護師と一緒に実技を行う

医師、看護師が同じ実技を行うこと
により、行為の必要性を共有して現
場でのチェック機能に役立てる
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今後の医療機器取扱教育の課題

1. 医師を含めた全医療職者への教育・訓練

・現場で医療機器を取り扱う全ての者が、「プロセス志向」

を身につけ、安全に作業を行う

・全医療職者が共通した安全意識を持って医療提供を行う

2. 看護師の知識・技術の習得、安全管理スキルの維持

・認定制度の採用による技術レベルの質の確保

・ブラッシュアップのための仕組みづくり

3. 技術の標準化とその効果測定方法の構築

・FMEA手法を用いた実行可能な作業標準の作成

・病棟指導者や安全ラウンドなどでの、定期的な実践手順

の確認
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